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平
成
二
十
八
年
度
北
辰
会

総
会
は
、五
月
二
十
九
日（
日
）

小
倉
飯
店
に
て
行
い
ま
す
。

　

当
番
幹
事
は
、
平
成
五
年

卒
お
よ
び
平
成
十
七
年
卒
の

皆
さ
ん
で
す
。
当
番
幹
事
が

会
員
券
の
販
売
、
又
広
告
の

お
願
い
に
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

際
は
是
非
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

北
辰
会
役
員
は
も
と
よ

り
、
当
番
幹
事
一
同
、
皆
様

方
の
ご
出
席
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

物
故
者
追
悼

で
は
、
旧
職
員
・

同
窓
生
ら
平
成

二
十
六
年
度
中

に
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
三
十
三

名
（
平
成
二
十
六

年
五
月
～
平
成

二
十
七
年
五
月

判
明
分
）
の
ご

冥
福
を
お
祈
り

し
て
黙
祷
い
た

し
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
で

は
篭
原
裕
明
会

長
（
昭
和
42
年

電
子
科
卒
）
は
、

次
の
と
お
り
述

べ
ま
し
た
。

　
「
同
窓
会
は
卒

業
し
た
皆
さ
ま

が
い
ろ
ん
な
場

所
で
旧
交
を
温

め
あ
い
、
新
た

な
出
会
い
を
す
る
重
要
な
場
所

で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
会
を

通
し
て
北
辰
会
の
活
動
を
益
々

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
」

　
「
先
日
、
母
校
の
卒
業
式
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
す

ば
ら
し
い
、
き
び
き
び
と
し
た

雰
囲
気
の
卒
業
式
だ
っ
た
。
三

年
間
の
高
校
生
活
の
締
め
く
く

り
を
し
て
い
る
後
輩
の
皆
さ
ん

の
姿
に
感
動
し
な
が
ら
、
母
校

は
が
ん
ば
っ
て
い
る
な
と
つ
く

づ
く
感
じ
た
」

　
「
日
頃
、
母
校
に
訪
れ
る
機

会
が
あ
る
が
、
以
前
に
ま
し
て

元
気
に
挨
拶
す
る
生
徒
諸
君
に

出
会
う
。
平
野
校
長
先
生
を
は

じ
め
先
生
方
の
日
頃
か
ら
の
ご

指
導
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
じ

て
い
る
」

　
「
同
窓
会
の
絆
を
も
っ
と
固

め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
、
よ
く
考
え
て
い
る
。
今
年

は
名
簿
改
訂
の
年
で
あ
る
。
名

簿
改
訂
の
取
り
組
み
は
名
簿
会

社
に
全
て
を
お
願
い
し
て
い
る

が
、
あ
わ
せ
て
こ
の
機
会
に

も
っ
と
会
員
の
調
査
に
も
か
か

わ
り
、
手
作
り
感
を
出
し
た
い

な
と
思
っ
て
い
る
」

　
「
平
成
卒
業
の
皆
さ
ん
は
、

よ
く
若
い
と
か
言
わ
れ
て
い
る

が
、
平
成
初
め
の
同
窓
の
皆
さ

ん
か
ら
四
十
代
の
後
半
は
、
社

会
で
中
核
の
年
齢
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
。
こ
の
機
会
に
会
員
の

皆
さ
ま
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
」

　
「
今
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
更
に
同
窓
会

活
動
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
会
員
の
皆
さ
ま

を
始
め
ご
列
席
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
」

　

学
校
長
挨
拶
で
は
平
野
孝
幸

校
長
が
次
の
と
お
り
述
べ
ま
し

た
。

　
「
最
初
に
今
年
四
月
、〈
苅
田

工
業
高
校
〉
か
ら
小
山
繁
教
頭

が
、〈
ひ
び
き
高
校
〉
か
ら
山

本
孝
広
事
務
長
が
着
任
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
す
る
」

　
「
今
年
四
月
、
二
百
名
の
生

徒
諸
君
が
我
が
校
を
巣
立
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
二
百
名
の
生
徒

と
い
う
の
は
三
年
前
に
入
学
し

た
生
徒
で
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

卒
業
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
県
内
で
も
我
が
校
だ
け
で

あ
る
。
そ
れ
く
ら
い
難
し
い
こ

と
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
我
が

校
は
や
り
遂
げ
る
。
そ
う
い
っ

た
す
ば
ら
し
い
教
育
活
動
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
彼
ら
は
先
輩
諸
氏
の
社
会

で
の
活
躍
が
あ
っ
て
、
い
ち
早

く
就
職
を
決
め
、
進
学
を
決
め

卒
業
し
て
い
っ
た
」

　
「
四
月
に
は
新
た
に
二
百
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
一
昨
日
ま

で
英
彦
山
で
宿
泊
研
修
を
行
っ

た
。
彼
ら
も
ま
た
立
派
な
倉
工

健
児
と
し
て
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」

続
け
て
部
活
動
な
ど
学
校
の
状

況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
武
藤
修
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶
が
、

林
勝
男
副
会
長
（
昭
和
45
年
機

械
科
卒
）
に
よ
る
部
活
動
後
援

会
長
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
紹
介
の
後
、
平
成
四
年

卒
当
番
幹
事
の
恩
師
で
あ
る
三

尾
原
玄
洋
氏
（
電
気
科
担
任
）

同
じ
く
平
成
十
六
年
卒
当
番
幹

事
の
恩
師
で
あ
る
佐
藤
博
氏

（
電
気
科
担
任
）
が
そ
れ
ぞ
れ

来
賓
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
審
議
で
は
、
恒
例

に
よ
り
篭
原
裕
明
会
長
が
指
名

さ
れ
て
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

坂
田
智
之
事
務
局
長
（
昭

和
36
年
機
械
科
卒
）
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
決
算
報
告
、
そ
し
て
平
成

二
十
七
年
度
事
業
計
画
案
お
よ

び
予
算
案
が
一
括
し
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
岡
田
豊

実
監
査
（
昭
和
41
年
機
械
科
卒
）

よ
り
平
成
二
十
六
年
度
会
計
監

査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
記
の
報
告
お
よ
び
提
案
に

つ
い
て
一
括
し
て
審
議
の
上
、

総
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
母
校
応
援
団
指
揮

の
も
と
、
母
校
吹
奏
楽
部
の
伴

奏
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
竹
川
均

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
閉
会
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
小
倉
工
業

高
等
学
校
北
辰
会
総
会
は
、
五

月
三
十
一
日
（
日
）
に
小
倉
飯

店
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
堺

町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
例
年
五
月
第
四
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
諸
般
の
事
情
に
よ

り
第
五
日
曜
日
に
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
当
番
幹
事
は
平
成
四

年
と
平
成
十
六
年
卒
業
生
が
務

め
ま
し
た
。

　

総
会
は
川
野
年
康
氏
（
平
成

４
年
電
気
科
卒
）
が
司
会
し
、

竹
川
均
副
会
長
（
昭
和
49
年
機

械
科
卒
）
の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
ま
し
た
。 平

成
二
十
七
年
度
北
辰
会
総
会
開
催
さ
れ
る

第
二
十
二
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

平
成
二
十
六
年
度  

教
育
振
興
基
金
報
告

　

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
に
よ

り
、
平
成
二
十
六
年
度
教
育
振

興
基
金
で
は
次
の
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

一
、	

山
田
奨
学
会

一
般
奨
学
生　

一
名

十
二
万
円

一
、	

科
学
研
究
奨
学
会		


	�



（
予
算
）
五
十
万
円

	�


電
力
監
視
盤
設
置

	�
（

但
し
施
工
完
了
が
四
月

に
な
っ
た
た
め
に
支
払
い

は
二
十
七
年
度
に
行
う
）

一
、	

部
活
動
な
ど
の
奨
励

	

五
十
万
円

	�


無
線
部
、
メ
デ
ィ
ア
部
、

吹
奏
楽
部
、
卓
球
部
、

	

野
球
部
室
内
練
習
場
整
備

一
、	

国
際
研
修

	�


全
国
工
業
校
長
会
主
催

	

海
外
研
修
事
業

	�


カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ

	

十
日
間	

一
名
派
遣	

	�


二
十
八
万
二
、八
〇
四
円

一
、	

予
備
費	

十
八
万
円

	

・
陸
上
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

	

・
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
大
会

	

・
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
大
会

	

・	�

全
国
高
校
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会

以
上
平
成
二
十
六
年
度
事
業
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

二
十
六
年
度
に
は
四
一
〇
件

の
同
窓
各
位
お
よ
び
団
体
か
ら

合
計
一
八
七
万
五
〇
二
円
の
浄

財
を
賜
り
ま
し
た
。

　

二
十
七
年
度
の
教
育
振
興
基

金
の
活
動
に
充
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
へ
直
接
現
金

を
納
入
さ
れ
た
寄
付
金
は
次
の

方
々
か
ら
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

多
田　

義
文 

教
諭	

三
万
円

中
村　

達
志 

元
教
諭	

五
万
円

原
田　
　

隆
（
昭
31
機
）	

五
万
円

森　
　

一
政
（
昭
41
電
）	

五
万
円

坂
田　

智
之
（
昭
36
機
）	

四
万
円

大
山　
　

勝
（
昭
39
電
）	

十
万
円

北
辰
会
小
倉
北
支
部	

五
万
円

31
年
会　
　

 

（
昭
31
電
）

五
二
、八
三
四
円

篭
原　

裕
明
（
昭
42
電
子
）	十

万
円

部
活
動
後
援
会	

五
十
万
円

そ
の
他
多
く
の
会
員
各
位
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

北
辰
会
で
は
五
年
毎
に
名

簿
の
改
訂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
と
同
じ
く
小
野
高
速

印
刷
㈱
に
お
願
い
し
て
、
来

年
二
月
末
発
行
に
向
け
て
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
は
同
窓
の
絆
を

深
め
る
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
皆
様

に
は
有
効
に
活
用
し
て
頂
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

実
家
の
住
所
を
掲
載
し
て
い

る
会
員
が
多
数
居
ら
れ
ま
す

が
、
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
現
住
所
を
掲
載
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

師
走
に
入
り
慌
た
だ
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
か
ら
の
母
校
並
び
に
同
窓

会
北
辰
会
に
多
大
な
ご
支
援
を

賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
母
校
も
創
立
百
十
六

年
を
迎
え
、
創
立
百
二
十
年

に
向
け
て
折
り
返
し
の
年
で
あ

り
、
母
校
後
輩
達
の
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
、
母
校
健
在
な

り
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
輩
達
の
姿
が
、
学
校
の
教
育

活
動
の
集
大
成
で
も
あ
る
体
育

大
会
の
様
子
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
全
国
に
生
中
継
さ

れ
、
多
く
の
方
々
か
ら
激
励
や

感
動
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
″
無
法
松
の
一
生
（
富
島

松
五
郎
伝
）”
の
作
家
岩
下
俊

作
先
輩
が
小
説
の
中
で
紹
介
し

た
″
倉
工
の
伝
統
行
事
で
あ
る

雄
々
し
き
勇
士
の
運
動
会
”
を

引
き
継
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
生
中
継
の
裏
方
は
、
卒
業

生
の
技
術
軍
団
が
遠
く
は
東
京

か
ら
も
来
て
頂
き
、
プ
ロ
の
手

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
継
す
る
極

め
つ
き
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

終
了
を
飾
る
仕
掛
け
花
火
も
、

卒
業
生
の
花
火
師
の
方
に
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
全
国
で
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
窓
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
母
校
で
は
素
晴
ら
し
い

活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
同
窓
会
北
辰
会
で
は
、
色
々

な
形
で
の
母
校
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
土

台
で
あ
り
ま
す
会
員
の
皆
様
の

交
流
が
更
に
進
み
ま
す
よ
う

に
、
今
年
は
組
織
の
強
化
と
活

動
内
容
の
充
実
を
は
か
る
取
組

み
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
名

簿
改
訂
の
年
で
も
あ
り
そ
の
内

容
の
充
実
を
は
か
る
取
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
の
皆
様
の
輪
が
更
に
広

が
り
絆
を
強
く
出
来
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。	

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
三
日

　

第
二
十
二
回
北
辰
会
オ
ー
プ

ン
ゴ
ル
フ
大
会
が
平
成
二
十
七

年
十
月
二
十
三
日
（
金
）
鷹
羽

ロ
イ
ヤ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
田
川
郡
大
任
町
）
に
於
い
て

八
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま

れ
、
七
十
六
名
の
参
加
者
が
和

気
あ
い
あ
い
に
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
の
収
益
金
は
母
校
教
育

振
興
基
金
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

【
男
性
の
部
】

　

優　

勝	

谷
口　

拓
也
（
一
般
）

　

準
優
勝	

前
川　
　

明
（
一
般
）

　

三　

位	

高
田　
　

毅
（
一
般
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

	

前
川　
　

明　
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【
女
性
の
部
】

　

優　

勝	

坪
井　

麻
美（
一
般
）

　

準
優
勝	

林　
　

順
子（
一
般
）

　

三　

位	

佐
藤
千
代
美（
一
般
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　

	

坪
井　

麻
美　
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ご
挨
拶

名
簿
改
訂
の

お
知
ら
せ

北辰会会長
篭原 裕明

（   　　　）昭和42年
電子科卒

二
十
八
年
度
総
会
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ



旧
職
員	

原　
　

雍
人

昭
16
年
機	

伊
藤　

有
三

昭
16
年
機	

青
嵜　
　

仁

昭
17
年
機
２
種	

渡
部　

利
夫

昭
17
年
電
本	

竹
藤　

勇
男

昭
17
年
電
１
種	

安
部　

健
次

昭
17
年
電
１
種	

古
賀　
　

徹

昭
18
年
電
本	

岩
崎　

勝
守

昭
18
年
電
本	

進　
　

安
雄

昭
18
年
電
本	

吉
尾　
　

勉

昭
20
年
機
２
種	

木
下　

一
夫

昭
21
年
機
３
種	

山
田　

信
義

昭
21
年
電
３
種	

池
永　

年
男

昭
23
年
機	

玉
井　

昌
一

昭
24
年
電	

白
石　

喜
一

昭
26
年
電	

深
田　

弘
喜

昭
23
年
併
中	

北
村　

安
治

昭
27
年
機	

吉
永　

一
成

昭
24
年
併
中	

篠
原　
　

覚

昭
28
年
機	

向
井　

吉
徳

昭
28
年
電	

松
本　
　

久

昭
29
年
機	

戸
田　

克
行

昭
29
年
機	

長
尾　

勝
馬

昭
29
年
電	

市
吉
忠
三
郎

昭
29
年
電	

真
鍋　

靖
一

昭
30
年
電	

岩
本　
　

博

昭
30
年
電	

吉
田　

正
昭

昭
32
年
化	

原　
　

信
康

昭
33
年
機	

阿
南　

勇
治

昭
35
年
電
通	

木
村　

慎
一

昭
36
年
電	

井
上
美
智
男

昭
40
年
化	

石
山　

雅
章

昭
40
年
化	

福
山　
　

貢
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基金会計（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

前年度繰越金 14,122,311 ゆうちょ銀行定額預金　  3,400,000円福岡中央銀行定期預金　10,722,311円
預 金 利 息 4,169 福岡中央銀行利息　4,169円
寄 付 500,000 平成26年度一般会計より
合 計 14,626,480

次 年 度 繰 越 金 14,626,480 ゆうちょ銀行定額預金　  3,400,000円福岡中央銀行定期預金　11,226,480円

名簿積立金（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

前年度繰越金 4,217,685 福岡中央銀行定期預金
名簿積立金 500,000 名簿引当金（平成 28年度改訂名簿編集費）
利 息 6,610
合 計 4,724,295

次 年 度 繰 越 金 4,724,295 福岡中央銀行定期預金

平成26年度 北辰会決算書  及び  平成27年度 予算案

費　　目 平成26年4月１日～平成27年3月31日 平成27年度
予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収
　
　
入

前年度繰越金 566,762 566,762 0 565,243
同 窓 会 費 2,800,000 2,184,500 615,500 1,093件 2,400,000 @2,000円×1,200名
新入生入会金 597,000 597,000 0 ＠3,000円×199名 600,000 @3,000円×200名

在校生同窓会費 3,564,000 3,563,500 500 ＠500円×12ケ月
×1,2,3年 3,534,000 @500円 ×12ヶ 月 ×1,2,3年

（589人）
預 金 利 息 38 70 △32 福銀1　11円　福銀２　59円 57
名簿販売金 112,500 94,500 18,000 21冊 90,000 @4,500円×20冊
雑 収 入 59,700 305,000 △245,300 総会より300,000円 310,700
合 計 7,700,000 7,311,332 388,668 7,500,000

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

支部還元金 100,000 59,500 40,500 支部活動支援費 100,000 支部活動支援費
組織対策費 350,000 228,822 121,178 組織強化費用 300,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 500,000 500,000 名簿積立金 1,000,000 平成28年度改訂積立金
部活動後援費 1,200,000 1,200,000 0 部活動支援費用、同窓会バス補助 1,200,000 部活動支援費用、同窓会バス補助
事 務 手 当 1,000,000 1,000,000 0 事務局長手当 1,000,000 事務局長手当
人 件 費 1,400,000 1,397,495 2,505 パート代（交通費含） 1,400,000 事務局パート代
印 刷 費 180,000 188,851 △ 8,851 コピー機リース代・インク代 200,000 コピー機リ－ス代・インク代等
会 報 費 500,000 443,539 56,461 北辰会報春季号 500,000 北辰会報印刷費、発送費
会 議 費 100,000 69,800 30,200 理事評議員会・支部代表者会議 100,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 150,000 124,540 25,460 電話代・領収書葉書代・案内等 150,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 300,000 296,980 3,020 各支部総会出席旅費等 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年継続表彰費 0 0 0 0 学校職員10年勤続者該当者無し
慶 事 費 150,000 130,000 20,000 支部総会祝儀等 150,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 5,000 0 5,000 5,000 産業教育等協賛費年会費1口
事務用品代 150,000 69,420 80,580 コピー用紙・紙折機代他 100,000 事務局事務用品等
振替手数料 100,000 82,761 17,239 会費振替手数料 100,000 会費振替手数料等
雑 費 50,000 42,137 7,863 茶葉代等 50,000 茶葉代等
事務局運営費 250,000 276,354 △26,354 水道光熱費、清掃代等 300,000 水道光熱費、事務局清掃代
予 備 費 685,000 107,378 577,622 仁川機械工業高校同窓会交流 515,000
北辰会長表彰費 30,000 28,512 1,488 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 付 0 500,000 △500,000 基金へ 0 基金へ
合 計 7,700,000 6,746,089 953,911 7,500,000

次 年 度 繰 越 金 565,243
福銀１	　25,204円
福銀２	 257,207円
現金	 282,832円

平成26年度北辰会定期総会決算書（平成3年・平成15年卒当番幹事）　　
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収
　
入

総会会員券 1,315,000 @5,000 円× 263 枚
広 告 料 2,066,000 @5,000 円× 413 口
雑 収 入 645,126 祝儀120,000円　イベント収入149,500円　前年度準備金315,626円　広告寄付等60,000円
合 計 4,026,126

支
　
出

総 会 費 2,331,597 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 248,180 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,446,349 次年度準備金303,050円　同窓会寄付300,000円　冬季会報費392,384円　通信費、雑費、事務局運営費等
合 計 4,026,126

差 引 残 高 0

費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
　
　
入

前年度繰越金 3,683,870 3,683,870 0 前年度繰越金
寄 附 金 2,220,000 1,823,812 △396,188
雑 収 入 130 491 361 預金利息
合 計 5,904,000 5,508,173 △395,827

支
　
　
　
　
出

特別奨学金費 600,000 0 600,000

山田奨学会費 120,000 120,000 0 @10,000円×1名×6月（前期）
@10,000円×1名×6月（後期）

科学研究奨学会費 500,000 0 500,000
部活動奨励費 500,000 500,000 0
教育研究奨励費 200,000 0 200,000
国際研修費 300,000 282,804 17,196 全工協カナダ研修
管 理 費 200,000 114,112 85,888 振込用紙印刷代ほか
事 務 費 350,000 288,644 61,356 同窓会館財産使用料、メール代

予 備 費 3,134,000 180,000 2,954,000
陸上部インターハイ
日本ジュニア陸上・日本ユース陸上大会 
全国高等学校ロボット競技大会

合 計 5,904,000 1,485,560 4,418,440
	 　 収入額　　　　　　支出額
	 5,508,173円　－　1,485,560円　＝　4,022,613円（次年度へ繰り越し）

平成26年度教育振興基金（一般会計）決算書

費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収
入

前年度繰越金 9,021,030 9,021,030 0 前年度繰越金
雑 収 入 970 1,436 466 預金利息
合 計 9,022,000 9,022,466 466

支
出

0 0 0
合 計 0 0 0

	 　 収入額　　　　支出額
	 9,022,466円　－　0円　＝　9,022,466円（次年度へ繰り越し）

平成26年度教育振興基金（特別会計）決算書

平
成
26
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
26
年
５
月
11
日
よ
り
平
成
27
年
５
月
10
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

（
敬
称
略
）

就
　
職
　
状
　
況

　

今
年
度
、
福
岡
県
内
の
高

校
新
卒
者
の
九
月
末
現
在
の

求
人
・
求
職
等
状
況
（
福
岡

労
働
局
発
表
）
は
、
求
人
数

は
前
年
同
月
比
で
一
八
・
〇
％

増
加
し
、
就
職
内
定
率
は
四

八
・
四
％
と
平
成
五
年
以
降

最
高
に
な
っ
た
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
本
校
は
、
求
人

数
は
前
年
同
月
比
で
四
・
八
％

増
加
し
、
就
職
内
定
率
は
七

四
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。
求

人
数
に
つ
い
て
は
、
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
内
定
状
況
は
格

段
に
向
上
し
、
一
次
試
験
内

定
率
が
九
一
・
九
％
（
昨
年
よ

り
七
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
で
、

十
一
月
九
日
に
は
就
職
希
望

者
全
員
の
内
定
を
い
た
だ
き
、

昨
年
度
よ
り
十
七
日
間
早
く

就
職
内
定
一
〇
〇
％
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
は
、
同
窓
の
皆
様

の
各
企
業
や
各
職
場
で
の
ご

活
躍
と
本
校
へ
の
温
か
い
ご

支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
変

大
き
い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
先
輩
諸
氏
か
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
倉
工
魂
で
、

一
人
一
人
が
高
い
進
路
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
職
員
は
、
今
後
次
年
度

に
向
け
て
、
二
年
生
、
一
年
生

の
進
路
実
現
に
向
け
、
全
職

員
で
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

就
職
希
望
者		



一
七
五
名

　

内
定
者		



一
七
五
名

　
　

県
内		



九
三
名

　
　

県
外		



八
二
名

　

内
定
率		



一
〇
〇
％

公
務
員
希
望
者	

な
し

進
学
希
望
者		



一
八
名

合
計		



一
九
三
名

十
一
月
九
日
現
在

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

篠
崎
時
代
の
歴
史
あ
る
赤
煉

瓦
の
校
門
や
、
正
面
玄
関
の
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
な
ど
、

ま
た
、
学
校
後
輩
の
世
界
的
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
サ
イ

ト
ウ
・
マ
コ
ト
氏
（
斉
藤
誠
・
昭

和
47
年
工
業
化
学
科
卒
）
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、出
席
者
一
同「
大

感
激
」
す
る
と
共
に
、
一
〇
〇

年
以
上
の
伝
統
の
重
み
と
誇
り

で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
懐
か
し
い
先
生

方
、
校
長
先
生
、
北
辰
会
関
係

者
の
臨
席
を
賜
り
、
大
い
に
賑

わ
い
ま
し
た
。
遠
く
は
北
海
道

か
ら
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
の
同

窓
生
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
懐
か
し
い
、
楽
し
い
時
間

の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
最

後
に
校
歌
斉
唱
と
万
歳
三
唱
で

無
事
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
喜
寿
に
再
会
す
る

と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
三
々

五
々
別
れ
ま
し
た
。

「
後
輩
諸
君
に
一
言
申
し
上
げ
ま

す
」

人
生
は
一
度
き
り
で
す
。
ま
た
、

色
々
で
す
。
生
徒
諸
君
は
こ
の

学
校
に
誇
り
を
持
っ
て
、
自
分

自
身
の
進
路
を
明
確
に
、
社
会

人
諸
君
は
自
己
主
張
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
常
に
回
し
、
こ
れ
か
ら
の

荒
波
に
立
ち
向
か
っ
て
「
人
生

の
勝
利
者
」
と
な
る
べ
く
、
努

力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
愛
の
同
窓
生
諸
君
！
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
必
ず

再
会
を
約
束
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

の
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

ご
繁
栄
を
衷
心
よ
り
祈
念
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
集
い
で
若
干

の
寄
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
ご
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

　

関
係
者
の
す
べ
て
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

幹
事
代
表　

奥
村
正
則

（
昭
和
40
年
機
械
科
卒
）

　

去
る
十
月
二
十
五
日
（
日
）

に
昭
和
四
十
年
卒
業
生
三
十
名

が
見
学
の
た
め
、
懐
か
し
の
母

校
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

他
の
五
十
名
の
諸
君
は
直
接
、

懇
親
会
場
の
小
倉
リ
ー
セ
ン
ト

ホ
テ
ル
に
、
開
始
時
間
ま
で
に

随
時
集
合
し
ま
し
た
。
五
十
年

の
歳
月
は
童
顔
の
少
年
か
ら
白

髪
頭
の
お
爺
さ
ん
に
見
事
変
身

し
て
い
ま
し
た
。
各
集
合
場
所

で
は
当
時
の
ア
ル
バ
ム
と
見
比

べ
て
、や
っ
と
「
オ
ー
お
前
か
！
」

と
叫
ぶ
声
が
起
こ
り
、
雰
囲
気

が
一
変
し
瞬
く
間
に
当
時
に
戻

り
ま
し
た
。

　

学
校
の
変
貌
ぶ
り
に
も
更
に

驚
き
ま
し
た
。
当
時
は
校
内
外

は
美
化
的
に
も
決
し
て
整
っ
て

な
く
、
下
駄
箱
や
自
転
車
置

き
場
の
整
理
整
頓
は
お
世
辞
に

も
立
派
と
は
言
え
な
い
状
況
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
回
の
見
学
会
で
こ
れ

ら
の
場
所
は
す
べ
て
、
見
事
に

改
善
さ
れ
て
お
り
、
学
校
関
係

者
の
奮
闘
努
力
が
覗
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
諸
君
に
対
す
る

「
躾
」・「
指
導
」
の
効
果
も
合
わ

せ
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

更
に
、
我
々
の
頃
は
プ
ー
ル

も
な
く
、
隣
の
板
櫃
中
学
校
の

設
備
を
お
借
り
し
て
水
泳
の
授

業
を
受
け
た
こ
と
も
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

校
舎
の
変
貌
ぶ
り
に
は
、
更

母
校
昭
和
四
十
年
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
し
て

　

定
期
演
奏
会
は
入
場
料
無

料
で
す
の
で
、
皆
様
に
は
奮
っ

て
ご
鑑
賞
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
北
辰
会
の

皆
様
を
始
め
学
校
関
係
者
の

方
々
に
、吹
奏
楽
部
員
（
生
徒
・

指
導
者
等
）
か
ら
の
広
告
な

ど
の
支
援
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
出
費
多
端
な
折
り
誠

に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
十
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏

会
が
平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一

日
（
日
）、「
北
九
州
市
ウ
ェ
ル

と
ば
た
」（
大
ホ
ー
ル
）
に
て
、

十
三
時
三
十
分
（
開
場
は
十
三

時
）
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

部
員
は
少
な
く
は
な
り
ま

し
た
が
、
九
州
大
会
を
め
ざ

し
、
日
々
の
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
を
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
大
い
に
発
揮

し
て
く
れ
る
こ
と
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
も
間
近
く

な
り
ま
し
た
。

　

会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
会
費
納
入
の
お
願
い

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況

の
下
で
す
が
、
母
校
の
伝
統
と

歴
史
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、

北
辰
会
が
大
き
く
ま
と
ま
り
、

百
二
十
周
年
に
向
け
て
活
動
し

て
い
く
事
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
、
北
辰
会
活
動
の
基
で

あ
り
ま
す
年
会
費
の
納
入
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
へ
の
ご
案
内

年
会
費
納
入
の
お
願
い
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